
政策の柱 政策名 6　人の痛みに寄り添い、支える場づくり

政策目標

主な事業等 （単位：千円）

施策 内容
【参考】

R5予算額
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　・性暴力被害ワンストップ支援センターとやま運営事業
　　　24時間365日対応のセンターの運営、医師等を対象とした研修会開催　等

　・【新】性暴力被害者等支援カレッジ事業
　　　性暴力被害者等の支援に携わる人材育成を目的とし、支援に必要な知識・技能等を体系的に
　　　習得できる研修会の開催

　・ＤＶ被害者等困難を抱える女性の支援事業
　　　困難な問題を抱える女性の居場所の確保と入口から出口までの継続的支援及び退所者に
      対する専門的支援や生活支援の継続実施

　・女性相談センター運営費
　　　－啓発活動、相談、指導、要保護女子の関係機関への移送等
　　　－配偶者暴力相談支援センター業務の実施

　・女性相談センター一時保護所運営費
　　　配偶者の暴力や家庭の問題等で、緊急避難を要する女性や帰住先のない女性を一次保護
　　　要保護女子の抱える問題を解決、助言し、就職、他の社会福祉関係施設等へ移送するなど
　　　自立を支援

(3)犯罪被害者等の支
援の充実

■犯罪被害者等支援の充実

　・犯罪被害者及び被害者支援団体への支援

　・高リスク者等対策強化事業
　　　医療従事者やかかりつけ薬局薬剤師等を通じた自殺高リスク者対策の推進、地域自殺対策
　　　ネットワークの構築

　・自殺対策推進体制の整備
　　　行政等を補完し、自殺予防に資する民間団体の活動や市町村事業への助成等

(2)配偶者等からの暴
力（ＤＶ）のない社会
づくり

■ＤＶ対策の推進

　・ＤＶ対策基本計画推進事業
　　　デートＤＶ防止啓発リーフレットの配布など教育・啓発活動の推進や、ＤＶ対策連絡協議会を
　　　通じた関係機関の連携、市町村職員や医療関係者への研修会開催　等

■総合的な自殺防止対策の推進

　・新入社員を対象とした精神障害普及啓発事業
　　　新入社員を対象にうつ病等の症状や対策方法を漫画を通してわかりやすく紹介

　・自殺対策におけるデジタル広告活用事業
　　　インターネットやSNSの検索連動広告を活用した若者の自殺対策

　・自殺予防対策普及啓発事業
　　　自殺予防週間における啓発活動等

　・相談支援体制等強化事業
　　　「こころの電話」の運営、休日・夜間の電話相談等を実施する民間団体への補助等

　・自殺対策地域包括支援強化事業
　　　地域の精神科医と一般科医の連携、職域等におけるゲートキーパー研修の実施、地域の
　　　民生委員等に対して自殺に関する研修を実施

　・精神障害者保護対策費
　　　精神科救急医療体制の整備等

　・依存症対策普及促進事業
　　　ギャンブル依存等に係る回復プログラムの実施ほか

■うつ病やひきこもり対策の推進

　・ひきこもり対策の強化
　　　多職種専門チームの設置、民間団体取組強化事業、企業と連携した居場所づくりの創出

　・ひきこもり地域支援センター運営事業
　　　専門コーディネーターによるひきこもりの相談支援等

「元気とやま創造計画アクションプラン（R5年度版）」

安心とやま

こころの健康に関する相談体制の充実や自殺防止総合対策、ＤＶ対策、犯罪被害者等支援の充
実により、地域で人の痛みに寄り添い、支える場がつくられていること。

(1) こころの健康づく
りの推進

■こころの健康に関する相談体制の充実

　・心の健康づくり推進費
　　　精神医療審査会事務、ＤＰＡＴ体制整備等



＜参考＞
活動指標

15
(R1)

全（15）
市町村

達成済

14
全（15）
市町村

全（15）
市町村

自殺対策計画策定市町村数
自殺対策基本法に基づく自殺対策計画を策定し
た市町村の数

ＤＶ対策基本計画策定市町村数
ＤＶ防止法に基づく市町村基本計画を策定した
市町村の数

指標名
現況

R3年度

目標

指標の説明R3
(2021年度)

R8
(2026年度)


